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地形分類図

３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

整理の目的と方法(敷地の地形)(2/2)

○敷地は，標高130m付近の背面状の高まり(開析が進みなだらかな丘陵状地形となっているH0段丘面群周辺)を頂点とし，海岸へ緩く傾斜する段丘
及びなだらかな丘陵性地形となっている。

○また，敷地北側には茶津川及び裏沢が，敷地中央には中央の沢が認められる。
○空中写真判読の結果，H0段丘面群，Hm2段丘面及びHm3段丘面等が認められる。

対象範囲

茶津川

裏沢

中央の沢

開削調査箇所(北側)

開削調査箇所(南側)

F-1断層開削調査箇所



272272
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

【地形状況】
○敷地は，海岸へ緩く傾斜する段丘及びなだらかな丘陵性地形となっている。
○また，敷地北側には茶津川及び裏沢が，敷地中央には中央の沢が認められる。
【土地利用状況】
○対象範囲のうち中央の沢付近より南東側においては，直線で囲まれた四角形の領域が多数認められることから，耕作地が広がっている

と考えられる。
○中央の沢付近より北西側においても，画像が不鮮明ではあるものの，直線で囲まれた四角形の領域が認められることから，南東側と同

様に耕作地が広がっていると考えられる。

(1)-1 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1947年米軍撮影)(1/3)

敷地の空中写真(1947年米軍撮影，注釈あり)
(整理番号 USA，コース番号 M469，写真番号 100)

直線で囲まれた四角形の
領域が認められる

茶津川

裏沢

中央の沢

1号炉

3号炉

対象範囲

直線で囲まれた四角形の
領域が多数認められる

開削調査箇所(北側) P275拡大範囲

開削調査箇所(南側)

F-1断層開削調査箇所

2号炉



273273
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(1)-1 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1947年米軍撮影)(2/3)

敷地の空中写真(1947年米軍撮影，注釈なし)
(整理番号 USA，コース番号 M469，写真番号 100)



274274

余白



275275
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(1)-1 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1947年米軍撮影)(3/3)

敷地の空中写真(1947年米軍撮影，P272白枠範囲拡大)
(整理番号 USA，コース番号 M469，写真番号 100)

0 100m50
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３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(1)-2 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1960年林野庁撮影)(1/3)

【地形状況】
○丘陵地形，河川等の地形状況は，1947年米軍撮影の空中写真(P272～P275参照)と同様な状況が認められる。
【土地利用状況】
○対象範囲は，直線で囲まれた四角形の領域が多数認められることから，耕作地が広がっていると考えられる。

敷地の空中写真(1960年林野庁撮影，注釈あり)
(撮影地区指定番号 山-177，撮影地区名 後志，コース番号 C17，写真番号 3)

茶津川

裏沢

中央の沢

直線で囲まれた四角形の
領域が多数認められる

1号炉

3号炉

対象範囲

直線で囲まれた四角形の
領域が多数認められる

開削調査箇所(北側) P279拡大範囲

開削調査箇所(南側)

F-1断層開削調査箇所

2号炉
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３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(1)-2 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1960年林野庁撮影)(2/3)

敷地の空中写真(1960年林野庁撮影，注釈なし)
(撮影地区指定番号 山-177，撮影地区名 後志，コース番号 C17，写真番号 3)



278278

余白



279279
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(1)-2 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1960年林野庁撮影)(3/3)

敷地の空中写真(1960年林野庁撮影，P276白枠範囲拡大)
(撮影地区指定番号 山-177，撮影地区名 後志，コース番号 C17，写真番号 3)

0 100m50
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３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

【地形状況】
○丘陵地形，河川等の地形状況は，1947年米軍撮影の空中写真(P272～P275参照)と同様な状況が認められる。
【土地利用状況】
○対象範囲は，以下の状況から概ね牧草地が広がっていると考えられる。

・泊村(1967)によれば，対象範囲付近において，1964年(昭和39年)から牛を飼育するために草地改良を実施したとされている
・1960年林野庁撮影の空中写真(P276～P279参照)に認められる耕作地は南東側に一部のみ認められる

(1)-3 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1976年国土地理院撮影)(1/3)

○泊村(1967)「泊村史」の記載
・昭和39年から3ヵ年計画で，茶津か
ら堀株にかけての台地約25ヘクター
ルの草地を改良して，牛の飼育をする
ことにした

・台地をブルドーザーで起こして牧草の
種子をまいていくほか4ヵ所に給水施
設を作る

敷地の空中写真(1976年国土地理院撮影，注釈あり)
(整理番号 CHO767，コース番号 C4，写真番号 2)

茶津川

裏沢

中央の沢

牧草地が広がっている

牧草地が広がっている

1号炉

3号炉

対象範囲

1960年林野庁撮影の空中写真に認め
られる耕作地が一部のみ認められる

開削調査箇所(北側) P283拡大範囲

開削調査箇所(南側)

F-1断層開削調査箇所

2号炉



281281
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(1)-3 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1976年国土地理院撮影)(2/3)

敷地の空中写真(1976年国土地理院撮影，注釈なし)
(整理番号 CHO767，コース番号 C4，写真番号 2)



282282

余白



283283

敷地の空中写真(1976年国土地理院撮影，P280白枠範囲拡大)
(整理番号 CHO767，コース番号 C4，写真番号 2)

３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(1)-3 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1976年国土地理院撮影)(3/3)

0 100m50
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３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

【地形状況】
○丘陵地形，河川等の地形状況は，1947年米軍撮影の空中写真(P272～P275参照)と同様な状況が認められる。
【土地利用状況】
○1976年国土地理院撮影の空中写真と同様な状況であることから，対象範囲は，概ね牧草地が広がっていると考えられる。
○また，1,2号炉調査に伴うボーリング調査等を実施中である。

(1)-4 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1981年当社撮影)(1/3)

茶津川

裏沢

中央の沢

敷地の空中写真(1981年当社撮影，注釈あり)

牧草地が広がっている

開削調査箇所(北側)

1号炉

3号炉

牧草地が広がっている

対象範囲
P287拡大範囲

開削調査箇所(南側)

F-1断層開削調査箇所

2号炉



285285
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(1)-4 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1981年当社撮影)(2/3)

敷地の空中写真(1981年当社撮影，注釈なし)



286286

余白
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３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(1)-4 地形状況及び土地利用状況の変化の整理(1981年当社撮影)(3/3)

敷地の空中写真(1981年当社撮影，P284白枠範囲拡大)

0 100m50
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３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(2)-1 F-1断層開削調査箇所付近における地形状況の変化の整理(1960年と1976年の地形図の比較)(1/4)

○1960年林野庁撮影(P276～P279参照)及び1976年国土地理院撮影(P280～P283参照)の空中写真より作成したF-1断層開削調
査箇所付近の地形図(次頁参照)を用いて，地形状況の比較を行った。

○当該地形図は，作成に使用した空中写真の撮影縮尺，機材等がそれぞれ異なることから，標高比較には適していない。
○このため，比較に当たっては，地形図から判読される谷地形の幅や深さ，勾配の状況等について比較を行った。

○F-1断層開削調査箇所付近は，いずれの地形図においても，北西-南東方向に延びる尾根状の高まりから，海岸へ緩く傾斜する状況に
変化は認められない。

○開削調査箇所(南側)付近は，等高線の形状の変化が一部認められるものの，いずれの地形図においても，比高1～2m程度の浅い谷
地形が認められる状況に変化はない。

○泊村(1967)によれば，1964年から牛を飼育するために草地改良を実施したとされていることから，当該箇所付近においては，耕作地
から牧草地へ転換する際に，植生の除去，耕作地間の段差解消等の作業を実施していた可能性が考えられる。

○なお，草地改良実施後に撮影された1970年撮影の斜め空中写真(岩内町郷土館蔵，P290～P291参照)においても，開削調査箇所
(南側)付近に，浅い谷地形が認められる。

○したがって，1960年林野庁撮影及び1976年国土地理院撮影の空中写真より作成したF-1断層開削調査箇所付近の地形図には，等
高線の形状の変化が一部認められるものの，地形状況の大きな変化は認められない。



289289
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

1960年の地形図

裏沢

中央の沢

1号炉 2号炉

F-1断層開削調査箇所

開削調査箇所(南側)

開削調査箇所(北側)

↑
山側

海側
↓

1号炉付近の矩形の等高線は耕作地境界
が反映されているか。

建屋中心が尾根，北側が谷という大まかな
地形は1976，1981と同じ

1976年の地形図

裏沢

1号炉

開削調査箇所(北側)

↑
山側

海側
↓

北西-南東方向に延びる
尾根状の高まり

等高線の形状の変化が一部認められるものの，い
ずれの地形図においても，比高1～2m程度の浅い
谷地形が認められる状況に変化はない。

F-1断層開削調査箇所

開削調査箇所(南側)

北西-南東方向に延びる
尾根状の高まり

(2)-1 F-1断層開削調査箇所付近における地形状況の変化の整理(1960年と1976年の地形図の比較)(2/4)



290290
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

敷地付近の斜め空中写真(1970年撮影の写真から一部を拡大，注釈あり)
(昭和45年 泊村堀株よりヘロカルウシ，茶津，茅沼の海岸線を写した航空写真(撮影者不明)，岩内町郷土館蔵)

← W E →

開削調査箇所(南側)

F-1断層開削調査箇所

浅い谷地形

(2)-1 F-1断層開削調査箇所付近における地形状況の変化の整理(1960年と1976年の地形図の比較)(3/4)



291291
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

← W E →

(2)-1 F-1断層開削調査箇所付近における地形状況の変化の整理(1960年と1976年の地形図の比較)(4/4)

敷地付近の斜め空中写真(1970年撮影の写真から一部を拡大，注釈なし)
(昭和45年 泊村堀株よりヘロカルウシ，茶津，茅沼の海岸線を写した航空写真(撮影者不明)，岩内町郷土館蔵)



292292
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

○1976年国土地理院撮影(P280～P283参照)及び1981年当社撮影(P284～P287参照)の空中写真より作成したF-1断層開削調査
箇所付近の地形図(次頁参照)を用いて，地形状況の比較を行った。

○当該地形図は，作成に使用した空中写真の撮影縮尺，機材等がそれぞれ異なることから，標高比較には適していない。
○このため，比較に当たっては，地形図から判読される谷地形の幅や深さ，勾配の状況等について比較を行った。

○F-1断層開削調査箇所付近は，いずれの地形図においても，北西-南東方向に延びる尾根状の高まりから，海岸へ緩く傾斜する状況に
変化は認められない。

○開削調査箇所(南側)付近は，いずれの地形図においても，比高1～2m程度の浅い谷地形が認められる状況に変化はない。

○したがって，1976年国土地理院撮影及び1981年当社撮影の空中写真より作成したF-1断層開削調査箇所付近の地形図には，地形
状況の変化は認められない。

(2)-2 F-1断層開削調査箇所付近における地形状況の変化の整理(1976年と1981年の地形図の比較)(1/2)



293293
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

1号炉付近の矩形の等高線は耕作地境界
が反映されているか。

建屋中心が尾根，北側が谷という大まかな
地形は1976，1981と同じ

1976年の地形図

裏沢

1号炉

開削調査箇所(北側)

↑
山側

海側
↓

1981年の地形図

裏沢

1号炉

開削調査箇所(北側)

↑
山側

海側
↓

比高1～2m程度の浅い谷地形が認められる
状況に変化はない。

F-1断層開削調査箇所

開削調査箇所(南側)

F-1断層開削調査箇所

開削調査箇所(南側)

北西-南東方向に延びる
尾根状の高まり

北西-南東方向に延びる
尾根状の高まり

(2)-2 F-1断層開削調査箇所付近における地形状況の変化の整理(1976年と1981年の地形図の比較)(2/2)
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○F-1断層開削調査箇所スケッチ(1982年夏頃作成，次頁参照)の法肩部に「盛土」の記載があることから，当時の状況を確認するため，
1982年9月当社撮影及び1983年夏頃当社撮影の斜め空中写真により，F-1断層開削調査箇所付近の状況を確認した。

３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(3)F-1断層開削調査箇所掘削当時の状況の整理(1982年及び1983年当社撮影)(1/6)
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W →← E

写真2 南側壁面を望む(1982年(昭和57年)秋頃撮影)

E →← W

写真1 北側壁面を望む(1982年(昭和57年)秋頃撮影)

F-1断層露頭スケッチ(1982年(昭和57年)夏頃作成)

３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

南側壁面北側壁面

(3)F-1断層開削調査箇所掘削当時の状況の整理(1982年及び1983年当社撮影)(2/6)

東側壁面
盛土

表土(植物根含む)

盛土

盛土

盛土盛土
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【1982年9月の状況(本頁～次頁参照)】
・F-1断層開削調査箇所の北側及び南側に盛土が認められ，その周囲には牧草地が広がっている。
・1,2号炉建設工事は未着工である。

【1983年夏頃の状況(P298～P299参照)】
・F-1断層開削調査箇所の北側及び南側に盛土が認められ，その周囲に広がる牧草地の一部は，敷地造成を実施した発電所整地工
事(1983年7月着工)により改変されている。

・海沿いの旧国道からF-1断層開削調査箇所付近を通り，茶津の沢土捨て場に至る工事用道路は，1983年4月より着工しており(同
年10月完成)，F-1断層開削調査箇所付近においても作業中である。

３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(3)F-1断層開削調査箇所掘削当時の状況の整理(1982年及び1983年当社撮影)(3/6)

○F-1断層開削調査箇所の掘削土は，1983年まで土捨て場への道路工事が完了していなかったことから，当該調査箇所の北側及び南
側法肩部へ仮置きしていた。

○F-1断層開削調査箇所スケッチの北側壁面及び南側壁面法肩部においては，当該掘削土を「盛土」として記載していると判断される。
○なお，F-1断層開削調査箇所スケッチの東側壁面法肩部に記載された「盛土」は，小規模であり，表土を切っていることから，1,2号炉建

設前の改変によるものと考えられる。

敷地の斜め空中写真(1982年9月当社撮影，注釈あり)

F-1断層開削調査箇所
(右図拡大範囲)

F-1断層開削調査箇所付近拡大図(注釈あり)

盛土
(破線部は盛土の概ねの範囲を示す)

← N S →

F-1断層開削調査箇所

S →← N

牧草地が広がっている



297297
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(3)F-1断層開削調査箇所掘削当時の状況の整理(1982年及び1983年当社撮影)(4/6)

敷地の斜め空中写真(1982年9月当社撮影，注釈なし) F-1断層開削調査箇所付近拡大図(注釈なし)

← N S → S →← N



298298
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(3)F-1断層開削調査箇所掘削当時の状況の整理(1982年及び1983年当社撮影)(5/6)

敷地の斜め空中写真(1983年夏頃当社撮影，注釈あり)

F-1断層開削調査箇所
(下図拡大範囲)

← N S →

至 茶津の沢土捨て場

旧国道

牧草地が広がっている

盛土
(破線部は盛土の概ねの範囲を示す)

F-1断層開削調査箇所 工事用道路(工事中)

F-1断層開削調査箇所付近拡大図(注釈あり)

S →← N

工事用道路(工事中)



299299
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

(3)F-1断層開削調査箇所掘削当時の状況の整理(1982年及び1983年当社撮影)(6/6)

敷地の斜め空中写真(1983年夏頃当社撮影，注釈なし)

← N S →

F-1断層開削調査箇所付近拡大図(注釈なし)

S →← N



300300
３．1,2号炉建設前の敷地の地形状況整理

○1947年米軍撮影，1960年林野庁撮影，1976年国土地理院撮影及び1981年当社撮影の空中写真により敷地の地形状況及び土地
利用状況の変化を整理した。

【地形状況】
・丘陵地形，河川等の地形状況は，いずれも同様な状況が認められる。

【土地利用状況】
・1947年米軍撮影及び1960年林野庁撮影の空中写真では，耕作地が広がっていると考えられる。
・1964年からの草地改良により(泊村，1967)，耕作地から牧草地へ転換されていると考えられる。
・1976年国土地理院撮影及び1981年当社撮影の空中写真では，概ね牧草地が広がっていると考えられる。
・1981年当社撮影の空中写真では，1,2号炉調査に伴うボーリング調査及び開削調査を実施中である。

○空中写真による比較の確度を高めるため，1960年林野庁撮影，1976年国土地理院撮影及び1981年当社撮影の空中写真より作成
したF-1断層開削調査箇所付近の地形図の比較を実施し，地形状況の変化を整理した。
・1960年林野庁撮影及び1976年国土地理院撮影の空中写真より作成した地形図には，等高線の形状の変化が一部認められるもの
の，地形状況の大きな変化は認められない。

・1976年国土地理院撮影及び1981年当社撮影の空中写真より作成した地形図には，地形状況の変化は認められない。

○1982年及び1983年の斜め空中写真により，F-1断層開削調査箇所付近の状況を確認した。
・F-1断層開削調査箇所の掘削土は，当該調査箇所の北側及び南側法肩部へ仮置きしていた。
・F-1断層開削調査箇所スケッチの北側壁面及び南側壁面法肩部においては，当該掘削土を「盛土」として記載していると判断される。
・なお，F-1断層開削調査箇所スケッチの東側壁面法肩部に記載された「盛土」は，牧草地以前における小規模な改変によるものと考
えられる。

まとめ

○過去の空中写真及び地形図を比較した結果，1,2号炉建設前には大規模な地形改変は認められない。
○F-1断層開削調査箇所スケッチの北側壁面及び南側壁面法肩部に記載された「盛土」は，1,2号炉建設前の改変によるものではなく，

当該調査箇所の掘削土であると判断される。
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